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縄文時代の学習
(1)本時のねらい（２時間扱い）

①身近な地域の縄文遺跡を知り、当時の人々の生活を考える活動を通して、地域への関心を高

め、地域の具体的な事柄との関わりの中で日本の歴史を理解する。

②さいたま市の地図を使い、さいたま市の地形と縄文遺跡の関連性を考えさせるとともに、地

図の見かた、活用の仕方を再認識する。

③私達が歴史を学ぶことができるのは、遺跡調査員の方々の存在なくして語れないことに気付

き、遺跡調査員のやりがい、苦労を知る。

(2)展開

学習活動・学習内容 ・指導上の留意点 ◎評価 資料

縄文土器＜第１時＞ ・縄文土器の破片は、さいた

（破片・導 ・縄文土器の破片を触り （教室の四隅）この土器が ま市立博物館から借りてくる、 。

レプリカ作られた時代について、既得の知識を発表し合う。 ・多くの生徒にテンポ良く発

のもの）入 ・縄文時代の名前の由来を説明する。 表させる。

・縄と粘土を用意する。

縄・本時のテーマに対し、各自予想をノートに書く。 （博物館から借りる）

粘土『縄文時代の人々は、どんな暮らしをしていたのか？』
～ さいたま市の縄文遺跡から生活の様子を考えよう！ ～

さいたま

市の地図展 ・さいたま市の 万 千分の１の地図プリントを使 ･各自でたてた予想が正しい2 5

プリントい、作業する。 か、さいたま市遺跡の資料

開 ①地図中 ｍの等高線を赤でなぞる。 を使って検証する授業を行10

②縄文時代の遺跡の分布に青でしるしをつける。 う。授業に明確な目的を持

③標高 ｍ以上の土地に色鉛筆で色を付ける。 たせる。10

・①～③の作業でわかったこと（ ｍの等高線と縄 ・プリントには、 ｍの等高10 10

貝塚出土文遺跡の関係など をノートに書き 班で話し合い 線と遺跡の印をつけておく） 、 、 。

の貝発表する。 ・班の話し合いは、ルールに

、 。・自分たちの学校が標高 ｍ以上か以下かを知る。 従って 班長中心に行わせる10

【映像】

大戸貝塚・作業の中で貝塚の存在に気付く。 ・さいたま市の地図中、10ｍ

水子貝塚○『貝塚とは何だろう？、貝塚から何がわかるのだろ 以上の土地に縄文遺跡（貝発

＋資料館う？』を考える。 塚）がある理由を説明でき

・ 映像と地図を見ながら、自分の住んでいる区にも るようにする。

貝塚があることを知る （○大戸貝塚など）。 例

・貝塚出土の貝を提示し、理解を深める。 ◎水子貝塚の様子から、縄文

時代の人々の生活の様子を

・貝塚復元遺跡である「水子貝塚・資料館」の映像を 多角的に考察できる。

見て、貝塚それ自体や、貝塚からわかることをノー （理解・思考）
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トに書く。

○貝だけでなく、骨や土器など出ている。例

貝塚が村の外側に円を描くようにある。

昔さいたま市の低地は 海の底であった ・多くの方々の努力によって、 。

【映像】歴史が明らかにされてきた

水深西遺・遺跡の出土品（物質資料）から当時の生活がわかる ことを理解させる。

跡ことを理解し、遺跡について考える。

土器の館○『どのように遺跡を調査しているのかな？』 ・教師が事前にアポイントを発

①映像により、大間木にある「水深西遺跡」 取っておき、訪問当日も付

（縄文遺跡）の発掘の様子を知る。 き添いで行く （土器の館、。

②さいたま市遺跡調査員の方々のやりがい、 山田先生他）

苦労などを考える。

ま ・発掘の様子で分かったことをノートに書き、遺跡調 ・聞き取り調査の方法など、

と 査員の方々への質問を考え、班でまとめる。 代表者には事前に指導して

め おく。

☆その質問を持ってクラスの代表者が、放課後「土器 ・質疑応答の様子は、映像資

の館」を訪れ、クラスから出された質問をする。 料として授業で使う。

＜第２時＞

【映像】導 ・クラスの代表者が行ってきた 「遺跡調査に関する ・改めて、発掘によって出土、

遺跡調査質疑応答」のビデオを見て、発掘についての理解を した物質資料から当時の生

に関する入 更に深める。 活がわかることを確認する。

質疑応答・見終わった後に わかったこと 考えたことを書く ・ 私達の歴史学習が多くの、 、 。 「

・年表で縄文時代の様子をとらえる。 方々の努力によって成り立

・地名が出てくる度に さいたま市の地図で確認する っている」ことを実感させ、 。

る。

展 ・実際に、発掘によって明らかになった村から、縄文

【映像】時代の様子を考える。

馬場小室開 【テーマ 『馬場小室山遺跡の出土品から縄文時代の ・遺跡が三室中学校の隣にあ】

山遺跡人々の生活を知ろう！』 ることを知らせる。

・写真、映像、黒板の資料から出土品を知り、それぞ ・ ○○の出土品からこれが「

遺跡の模れについて どのように 何のために使われたのか ○○に使われ、○○のよう、 、 、

型どんな生活をしていたのか、を考え、ワークシート な生活を送っていたと考え

にまとめる。 られる 」とまとめさせる。。

＜出土例＞

○石鏃…狩り ○土錘、石錘…網を使っての漁労 ・ものの考え方、表現の仕方

○打製石斧…土掘り用 の基礎を習得させ、他の時

①土壙…竪穴住居の深い穴 代の学習でも、活用できるè

集落の形成、移住から定住 ように丁寧に指導する。ð
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②耕す…イモ類を栽培、クリやトチ、クルミなど ・石鏃、石錘などの細かい部

果樹を植える 分への深入りはさける。

○縄文土器…煮る、たくわえる ・班で話し合うことで教え合

○土偶装飾付土器（土偶）…まじない、おはらい いが生まれ、物事の理解を

深めさせる。

【映像】・縄文人について「円正寺縄文人」から考える。

円正寺縄○『縄文人ってどんな人なの？ 縄文人の特徴は？』 ・話し合いは、短時間で密度発

文人・班で意見を出し合い、理解を深め、クラス全体に発 濃く行わせるため、事前に

弥生人表する。 ルールをきちんとしておく。

・身長や顔立ちなど予想し、円正寺縄文人の映像で確

かめる。 ・人骨考古学について簡単に

・同時に弥生人も映像で紹介し、比較しながら縄文人 説明を加える。なぜ人骨が

の特徴をとらえる。 残るのか？ なぜ性別がわ

教科書・縄文人の特徴、わかったことをまとめる。 かるのか？など

資料集

ま ・縄文時代について、２時間分のまとめをする。 ・ ○○という理由で似てい「

【映像】と ①教科書や三内丸山遺跡の資料から、縄文時代の様子 ると思います」などと、論理

三内丸山め を確認し、さいたま市の縄文時代の様子と比較し、 的に説明できるようにする。

遺跡類似点と相違点を確認し、発表する。

遺跡資料②テーマである「縄文時代の人々はどんな暮らしをし ◎テーマに対し、様々な資料

ていたのか？」について、２時間学習したことを踏 から多面的に考察し、自分の

年表まえて、自分の言葉でまとめる。 言葉でまとめられたか。

・年表中の縄文時代の時期を全員で確認し、次の弥生 （表現・思考）

時代の予告を聞いてまとめとする。 ・クラスメイトの考えを見る

ことで、今後の自分の考え

☆一人ひとりの「縄文時代はどんな時代か？」の考え を書く参考にすることがで

を一枚のプリントにまとめ、次時に配る。 き、理解を深められる。

(３)訪問先及び資料の入手先

さいたま市立博物館、大戸貝塚（中央区 、水子貝塚（富士見市 、土器の館、） ）

水深西遺跡（発掘現場、緑区 、浦和博物館、馬場小室山遺跡（緑区 、） ）

円正寺遺跡（南区 、 三内丸山遺跡（青森県）など）

水深西遺跡 縄文人 弥生人 違いは？馬場小室山遺跡 è

調査員の方々の様子 （三室中学校から） 弥生人の脳

【 ． 】詳しい資料は、ホームページの縄文時代を御覧ください。 http://uchida1947 hp.infoseek.co.jp/


